
【 はじめに 】

＜エシカルインテリアの意味＞

エシカルインテリアとは、持続可能な社会を実現するための様々な行動の中で、これをインテリアの領域で実践しようとする取り組みであ る。こ

の取り組みのなかには、いうまでもなく、いわゆる地球環境保護、カーボンニュートラル、人権尊重、アニマルウェルフェアなど、広範な努力目標が

含まれる。

＜インテリア本来の価値とエシカルとの関係＞

インテリアには、当然のことながら、インテリア本来の価値（安全性、快適性、利便性、美しさなど）をできるだけ適切なコストで実現するこ

とが求められる。エシカルインテリアは、エシカルの概念を基礎とし、そのインテリア本来の価値を犠牲にすることなく、それをいかに実現するかを

目指すものである。

＜エシカルインテリアセルフチェックシートの主旨＞

エシカルインテリアの実践のためには、インテリアの構成部材を製造するメーカーだけでなく、それを選び、組み合わせてインテリア空間を作り

上げる設計者や施工者、さらには、その空間を使って暮らす使用者の心がけが必須である。このチェックシートは、インテリアに関係するこれら

３つの主体それぞれが、自身の行為について、それがエシカルといえるかどうかをセルフチェックするために作られたものであって、必ずしもエシカ

ルの度合いを判定・評価しようとするものではない。

また、このチェックシートは「エシカルなインテリア研究会」の合議によって作られた現時点でのチェック項目集である。今後も、関係諸方面の

意見などを聞きながら、必要に応じて改訂を加えていきたい。

＜セルフチェックシートの使い方＞

このチェックシートは、チェックをする主体別にシートが分かれているため、必要なシートのみをダウンロードして使用する事ができる。各項目に関

する質問に対し、自ら（自社）の考え方や行動を踏まえて、該当する場合はチェックをする。

前述のとおり、これは結果を判定・評価するものではなく、あくまでこのチェックを通して、インテリアに対する自らの考え方や行動がエシカルかど

うかをふり返る手がかりとしていただきたい。

＜このチェックシートで前提としているインテリアと建築との関係＞

インテリアと建築との関係には、いろいろなケースが考えられるが、通常は、建築本体がまずあって、それにインテリアが付加されることによって

生活空間が形づくられるものであるととらえられる。このチェックシートは、そのような関係を前提として作られている。
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□ ①GHG（温室効果ガス）排出量削減のための取組みがある

□ ②生態系と生物多様性の保全に配慮した原材料を使用している

□ ③原材料の生産にあたる労働者の人権に配慮している

□ ④原材料となる動物の福祉・権利を遵守している
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□ ⑧新たな資源の投入を最小限にし、持続可能な資源の保全に努めている

□ ⑨業種や原材料に対し可能な認証を取得している

□ ⑩製造の過程で発生する廃棄物を抑制している

□ ⑪最終処分場で廃棄される部材の使用や製品の製造をしないよう努めている

□ ⑫製品の輸送における CO2 の排出を削減している

□ ⑬原材料についてトレーサビリティを確保し公開している

□ ⑭サプライヤーと公平公正な取引を行っている

A-Ⅱ.長期使用に耐えるものまたは再生可能なものを製造・供給しているかどうか

□ ①自社による修理・再生システムを構築している

□ ②長期使用に耐えることを前提とした製品開発をしている

□ ③サーキュラーエコノミーを実践している

□ ④消費者の安全を重視した製品開発をしている

□ ⑤不要となった製品を回収するシステムを構築している

□ ⑥次世代が受け継ぐ価値のある製品を製造している

□ ⑦使用中の GHG（温室効果ガス）排出を削減している

A-Ⅲ.製造・供給することにより地域やそこに暮らす人々を応援することになるものを製造・供給しているかどうか

□ ②主要な原材料を生産する地域の雇用を促進している

□ ③原材料は事業を行う地域から調達している

□ ④国産材を積極的に使用している

□ ⑤事業を行う地域にある社会的課題の解決に貢献している

□ ⑥主要な原材料を生産する地域にある社会的課題の解決に貢献している

□ ⑦地域の文化や伝統を尊重した事業を行っている

□ ⑧災害による被災地の復興支援となる製品やサービスを提供している

A インテリア構成部材の製造者・供給者用チェックシート

A-Ⅰ.材料の調達から製造・供給の過程で、環境や社会に負荷をかけないものを製造・供給しているかどうか
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□ ①インテリア構成部材がどこで・誰により・何から・どのようにして作られたものなのかを確認している

□ ②また上記内容を開示している企業のものを提案している

□ ③端材等の処理を適切に行っている企業のものを提案している

□ ④人や環境に配慮した輸送手段を行っている企業のものを提案している

□ ⑤サステナビリティ関連の認証ラベルがある製品を提案している

□ ⑥本当に必要なものだけを購入し無駄を減らすような提案をしている

B-Ⅱ.長期使用に耐えるものまたは再生可能なものを選んでいる又は提案しているかどうか

□ ①修理又は再生可能な製品を提案している

□ ②永く愛着を持って次世代まで受け継がれる素材又はデザインであるものを提案している

□ ③製品を個人で廃棄する場合でも一般ごみとして処分可能なものを提案している

□ ④廃棄時に自然分解される素材を使用した環境負荷が低い素材を使用しているものを提案している

B-Ⅲ.使用することにより地域やそこに暮らす人々を応援することになるものを選んでいる又は提案しているかどうか

□ ①地産地消を目標とし、可能な限り住い手の地域で購入することを提案している

□ ②製作者（職人等）の対価が適しているものを提案している

□ ③購入することでその国・地域を応援することになるものを提案している

□ ④建物が地域の文化や自然環境と調和するように設計し、地域社会の持続可能な発展に寄与する様務めている

□ ⑤エクステリアに緑地を植樹し、地域の景観に寄与する様に提案している

B-Ⅳ.環境に配慮した設備機器及び設備システムを選んでいる又は提案しているかどうか

□ ①家族構成に見合った規模の設備機器を提案している

□ ②設備機器には節水型を提案している

□ ③高効率・高性能給湯器（ヒートポンプ，ハイブリッド，家庭用燃料電池）給湯システムを採用している

□ ④高性能機能付の最新エアコンを取り入れた設計をしている

□ ⑤窓などの開口部付近に広葉樹などを植樹し、日射を遮蔽する手段を設計に取り入れている

□ ⑥自然光や自然換気など立地環境を取り入れた設計をしている

□ ⑦壁の断熱材に高性能断熱材を使用する設計をしている

□ ⑧樹脂枠の Low-Ｅガラス（断熱・遮熱）や木製サッシを使用する設計をしている

□ ⑨LED 照明（調光・調色機能付）やセンサー付照明器を使用する設計をしている

□ ⑩太陽光発電設備等の再生可能エネルギーを導入する設計や家庭用蓄電池を設置する設計をしている

□ ⑪スマート技術（EMS など）を導入し、ゼロエネルギー化を進めるための最適化システムを採用している

□ ⑫雨水を貯水し、有効的に再利用する設計をしている

B-Ⅴ.環境や社会に負荷をかけない施工をしているかどうか

□ ①突貫工事をせず工期に余裕をもって施工している

□ ②照明を必要としない昼間の施工に努めている

□ ③廃材を極力出さない様に資材を選定し、発注、施工を行っている

□ ④施工現場から出る廃材・廃棄物を正しく分別し、リサイクルや再利用などに努めている

□ ⑤仮設においても省エネ機器の導入や再生可能エネルギーを利用してエネルギー効率を向上する様に施工している

□ ⑥燃費の良い車輌を使用し、必要以外の施工器具は極力車載しない様にしている

□ ⑦不要な機器及び照明はこまめにスイッチを切る様にしている

B インテリア空間の設計者・施工者用チェックシート 1/1
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□ ①価格だけで製品を選択しないようにしている

□ ②自然環境に配慮した製品を選んでいる

□ ③なるべく国産材や地元の原材料を使ったものを選んでいる

□ ④サステナビリティ関連の認証ラベルが表示されている製品を選んでいる

□ ⑤製造者の顔が見える製品を選んでいる

□ ⑥再生材やリサイクル製品に関心がある

□ ⑦生産者情報（自然環境と人に配慮した生産体制か）を確認し選んでいる

□ ⑧再生可能な自然由来のエネルギーで生産されている製品を選んでいる

□ ⑨廃棄後に焼却や埋め立て処理しなければならないものを購入しないようにしている

C-Ⅱ.インテリア製品や空間を長くエコロジカルに使用しているかどうか

□ ①メンテナンスをしっかりしている

□ ②「使えなくなったら捨てれば良い」という思考で製品を選んでいない

□ ③耐久性に注目している

□ ④無駄なエネルギーは使わないようにしている

□ ⑤愛着をもって長く大切に使えるものを選んでいる

□ ⑥再生可能エネルギーを利用している

□ ⑦リペアやアップサイクルを心がけている

C-Ⅲ.インテリア製品の適切な廃棄や再利用・再資源化に向けた行動をしているかどうか

□ ①「捨てること」は「もったいないこと」だと思っている

□ ②廃棄する前に、再利用・再資源化出来るものかどうか調べている

□ ③一般ゴミとして廃棄するときは、適切に分別している

□ ④不要になったものを再利用・再資源化する際の窓口や持ち込み先を知っている

□ ⑤リサイクルに出した製品が何に再生される・されたのか興味がある

□ ⑥3R（Reduce・Reuse・Recycle）の取組みについて理解している

□ ⑦再資源化できるものやそのための技術にどのようなものがあるか興味がある

□ ⑧なるべくゴミを出さないよう心がけている

C インテリア空間の使用者用チェックシート

C-Ⅰ.エシカルなインテリア製品を選択しているかどうか
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